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新型コロナウイルス感染症によ
り、JR西日本・JRバスだけでな
く、JR西日本連合各単組のグ
ループ会社も大変厳しい経営状
況になっています。私たちの周り
にはたくさんのグループ会社の店
舗やホテルがあります。厳しい時
こそ、グループ会社を利用してお
互いに助け合おう!

JR西日本
グループを
利用しよう！

JR西日本
グループを
利用しよう！

JR西日本
グループを
利用しよう！

JR西日本
グループを
利用しよう！

社員や家族な
ら

割引の場合も
あるよ！

JR西日本グループで一体となってこの難局を乗り越えよう！

昼酒場  こみち

松本分会長を先頭に頑張っていきたい

雇用、昇給、会社経営動向を見極めた春闘のあり方を議論

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

　

和
歌
山
車
掌
区
分
会
は
、
和

歌
山
地
本
内
で
和
歌
山
支
部
に

所
属
し
て
お
り
、
組
合
員
は
２

０
２
０
年
12
月
時
点
で
総
勢
１

３
８
名
、
地
本
内
で
は
３
番
目

に
組
合
員
数
が
多
い
分
会
で

す
。

　

分
会
執
行
部
の
構
成
で
は
、

女
性
役
員
の
育
成
も
視
野
に
入

れ
た
執
行
体
制
を
長
年
継
続
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
員
が
Ｊ

Ｒ
採
用
の
執
行
部
で
す
が
、
先

輩
方
の
意
見
も
い
た
だ
き
な
が

ら
日
々
の
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

乗
務
区
間
は
新
大
阪
〜
和
歌

山
〜
新
宮
の
特
急
に
乗
務
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
阪
和
線
で
は

天
王
寺
〜
和
歌
山
、
紀
勢
線
で

は
御
坊
〜
周
参
見
で
す
。

　

分
会
運
動
で
は
、
分
会
定
期

大
会
の
開
催
や
毎
月
の
執
行
委

員
会
開
催
は
も
と
よ
り
、
年
明

け
に
は
新
春
の
集
い
、
春
に
は

和
歌
山
電
車
区
分
会
と
合
同
開

催
の
花
見
レ
ク
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
花
見
レ
ク
は

過
去
に
列
車
区

分
会
と
し
て
開

催
し
て
い
た
仲

間
の
運
動
を
継

承
し
た
取
り
組

み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
車
掌

見
習
い
が
配
属

さ
れ
た
際
に
は

必
ず
分
会
役
員

で
歓
迎
の
昼
食

会
な
ど
を
開
催

し
、
分
会
組
織

へ
の
帰
属
意
識

向
上
と
将
来
の

人
間
関
係
醸
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

分
会
で
は
地
本
や
支
部
、
部

会
へ
の
役
員
派
遣
も
行
っ
て
お

り
、
派
遣
さ
れ
た
役
員
は
各
級

機
関
と
分
会
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

活
躍
し
、
分
会
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
組
織
と
し

て
の
運
動
を
継
承
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
世
代
の

執
行
体
制
で
す
が
、
仲
間
意
識

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
楽
し
く

運
動
を
展
開
出
来
て
い
る
こ
と

を
強
み
に
、
松
本
分
会
長
を
先

頭
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

  

〈
和
歌
山
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
は
、
11
月
30
日

（
月
）に
、
西
阪
急
ビ
ル
地
下
会

議
室
に
於
い
て
、
第
１
回
賃
金

対
策
委
員
会
を
開
催
し
た
。
各

地
本
・
総
支
部
、
各
部
会
か
ら

代
表
者
が
集
ま
り
、
来
る
べ
き

２
０
２
１
春
闘
に
向

け
た
方
針
を
討
議
し

た
。

　

冒
頭
、
上
村
委
員

長
は
、「
雇
用
確
保
が

大
前
提
で
あ
り
、
定

期
昇
給
の
確
保
は
必

須
で
あ
る
。一
方
、会

社
経
営
動
向
を
見
極

め
つ
つ
、
春
闘
の
あ

り
方
等
も
含
め
て
議

論
を
要
請
し
た
い
」

と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

池
上
賃
金
対
策
部

長
は
、
２
０
２
０
春

季
生
活
闘
争
の
総

括
、
第
25
回
賃
金
実

態
調
査
、
２
０
２
０
年
度
第
２

四
半
期
決
算
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
解
説
を
行
い
、２
０
２
１

年
春
季
生
活
闘
争
の
方
針
に
つ

い
て
提
起
し
た
。
連
合
・
Ｊ
Ｒ

連
合
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
Ｊ

Ｒ
西
労
組
と
し
て
の
春
闘
方
針

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
２
０
２
１
年
１
月

18
日（
月
）に
、
第
２
回
賃
金
対

策
委
員
会
を
開
催
し
、
再
度
議

論
を
重
ね
た
後
、
２
月
４
日
の

第
39
回
中
央
委
員
会
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
春
闘
方
針
が

決
定
さ
れ
る
。
組
合
員
各
位
の

積
極
的
な
議
論
を
要
請
す
る
！

　

11
月
30
日（
月
）、中
央
本
部

は
西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室
に

於
い
て
、
第
１
回
組
織
対
策
会

議
を
開
催
し
た
。
各
地
本
・
総

支
部
か
ら
20
名
が
集
ま
り
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
の
組
織
活
動
に

つ
い
て
意
思
統
一
し
、
様
々
な

組
織
課
題
に
つ
い
て
熱
い
議
論

を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
上
村
委
員
長
は
、
中

央
本
部
の
代
表
挨
拶
の
中
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
と
、
会
社
経
営
状
況

や
Ｊ
Ｒ
連
合
と
の
政
府
要
請
行

動
、
組
織
課
題
な
ど
に
つ
い
て

問
題
提
起
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
白
壁
組
織
部
長

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
連
合
「
Ｊ
Ｒ
産
業

に
関
わ
る
緊
急
政
策
課
題
の
解

決
を
求
め
る
署
名
」
に
協
力
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
他
労
組
の
情
勢
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
組
織
の
拡
大
・
充
実
・

強
化
の
取
り
組
み
方
針
が
確
認

さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、２
０
２
１
年
度
採
用

者
の
組
織
化
、シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
組
合
員
の
継
続
加
入
、

分
会
活
動
の
充
実
、Ｊ
Ｎ
Ｒ
役
員

か
ら
Ｊ
Ｒ
役
員
へ
の
運
動
の
継

承
、
出
向
組
合
員
に
対
す
る
取

り
組
み
、
女
性
組
合
員
の

活
動
へ
の
参
画
と
女
性
役

員
の
育
成
、
青
年
女
性
委

員
会
の
活
動
の
充
実
に
つ

い
て
も
、
取
り
組
み
方
針

の
確
認
が
な
さ
れ
た
。

　

各
地
本
・
総
支
部
か
ら

は
、
他
労
組
動
向
の
報
告

と
と
も
に
、
組
織
拡
大
目

標
が
報
告
さ
れ
、
向
こ
う

一
年
間
の
方
針
が
確
認
さ

れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、来
た
る
２
月

27
日
に
、Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
４
階

室
町
小
路
一
帯
に
て
、「
第
24
回

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段
駈
け

上
が
り
大
会
」の
開
催
に
つ
い
て
、

関
係
者
で
調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
し
て
も
、無
観
客・参
加
チ
ー
ム

の
縮
小・出
走
辞
退
等
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
や
、J
R
西
日
本
グ
ル
ー

プ
の
業
績
の
悪
化
に
伴
い
、ス
ポ
ン

サ
ー
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、残
念
な
が
ら
今
年

度
は
中
止
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段
駈

け
上
が
り
大
会
は
、京
都
駅
ビ
ル

竣
工
時
の
１
９
９
８
年
か
ら
開
催

し
、
京
都
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て

広
く
認
知
を
さ
れ
て
お
り
、「
地

域
・
企
業
の
連
携
・
共
生
」「
京
都

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
への
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
」「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー

プ
の
連
帯
強
化
」等
の
目
的
と
そ

の
責
務
を
果
た
し
、こ
れ
ま
で
着

実
に
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

　

次
年
度
は
、京
都
放
送
創
設
70

周
年
及
び
京
都
駅
ビ
ル
開
業
25

周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

第
25
回
記
念
大
会
と
し
て
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

こたえ1．たこ　2．クリスマス（カタカナはこちら）　3．お日様（毎日暮れる）

　

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
大
阪
地
方
本
部
で
文
化・レ
ク

を
担
当
し
て
い
る
執
行
委
員
の

細
田
春
菜
で
す
。四
条
畷
駅
、京

橋
車
掌
区
を
経
て
現
在
は
京
橋

電
車
区
に
在
籍
し
、ま
も
な
く

4
年
目
を
迎
え
ま
す
。役
員
は
、

駅
時
代
に
先
輩
に
頼
ま
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
青
女
時
代
か
ら
役
員
を
し

て
大
変
じ
ゃ
な
い
か
？
と
、よ

く
聞
か
れ
ま
す
が
、組
合
は

も
と
よ
り
、会
社
や
様
々
な

業
務
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る

こ
と
、従
来
の
制
度
や
仕

組
み
の
移
り
変
わ
り
を
見

ら
れ
る
こ
と
、そ
し
て
人

間
関
係
の
幅
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
役
員
を
続
け
ら
れ

て
い
る
大
き
な
理
由
で
す
。

　
昨
年
は
社
会
全
体
を
通
し
て

暗
い
話
ば
か
り
で
し
た
が
、個
人

的
に
は
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
巣
ご
も

り
で
韓
国
ド
ラ
マ
に
ハ
マ
り
、ハ

ン
グ
ル
文
字
も
勉
強
し
始
め
て
、

少
し
ず
つ
で
す
が
読
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（
残
念
な
が
ら

主
人
の
理
解
は
得
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、）新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
楽
し
さ
を
発
見
し
て
い

ま
す
。

　
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、皆
さ

ん
も
い
つ
も
と
は
違
う
こ
と
に

目
を
向
け
て
み
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？ 

　
次
の
担
当
は
、中
央
本
部
の
田

原
さ
ん
を
指
名
し
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
阪
地
方
本
部 

執
行
委
員
　

細
田
春
菜

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
組
織
活
動
な
ど
を
議
論
!!

第
１
回
組
織
対
策
会
議

第
１
回
賃
金
対
策
委
員
会 

開
催

２
０
２
１
春
闘
勝
利
に
向
け
、方
針
討
議
！

第２４回
ＪＲ京都駅ビル
大階段
駈け上がり大会
中止

電
車
区
分
会
と
の

 

「
合
同
開
催
花
見
レ
ク
」は

　
　
　
　
継
承
と
連
帯
の
証
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